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研 究 主 題

望 ま しい人間関係を育成す る道徳 の時間の指導

1研 究主題設定の理由

《生 徒 た ち の現 状 》

(1)生 徒 を と り ま く環 境 ・社 会

・高 齢 化 ・少 子 化 ・情 報 化 ・国際 化

・多 様 な価 値 観 → 価 値 の 混 乱

・規 範 意 識 の希 薄 化

② 家 庭 環 境

・核 家 族 化 ・相 互 不干 渉 ・独 立 性(孤 立 性)・ しつ けの 不 足

(3)生 徒 た ち の現 状

〔良 い面 〕

・明 る い ・個 性 的 ・積 極 的 ・合 理 的

〔悪 い面 〕

・い じめ ・リー ダ ーの 減 少 ・か か わ りの拒 否 ・消極 的 ・同 一 志 向

《課題》

・豊か な人間関係 の育成

《望 ま しい人 間 関 係 》

・挨 拶 が き ちん とで き る こ と ・場 に応 じた言 葉 遣 い が で き る こ と

・礼 儀 作 法 が きちん と して い る こ と ・自分 の意 志 を相 手 に 伝 え ,行 動 で き る こ と

・相 手 を理 解 し,尊 重 す る こ と ・協 調 性 が あ る こ と

・お 互 い を高 あ合 う(認 め合 う)こ とが で き る こ と ・助 け合 う こ とが で き る こ と

《研究内容》

内容 項 目1-(3):「 自律 の精 神 」(主 と して 自分 自身 に 関 す る こ と)

2一 ②:「 感 謝 ・思 い や り」(主 と して他 の人 との か か わ り に関 す る こ と)

・内 容 項 目 の検 討

・生 徒 の実 態 の把 握(ア ンケ ー ト)

・指 導 用 資 料 の収 集 と分 析

・指 導 過 程 や 指 導 法 の検 討 ,研 究 授 業 に お け る生 徒 の反 応
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∬ 内容項 目1-(3)「 自律 の精神」につ いての指 導(第1分 科 会)

1内 容 項 目選 定 の理 由

・ 「望 ま しい人 間 関係 」 を 築 いて い く上 で 大 切 な こと は ,自 分 の在 り方 で あ る。

・生 徒 は 自分 自身 の行 動 を 省 み る こ とを しよ う とせ ず ,「 他者 の 行 動 を非 難 す る」 「責 任 転嫁

す る」 「要 求 す る」 な ど そ の時 の気 分 で人 に接 す る傾 向 が あ る。

・ 「人 間 関 係 」 は集 団 の 中 で 形 成 され るが ,集 団 は 「個 」 の集 ま りで あ る。 自分 自身 が し っ

か りで き て い な い 「個 」 が 「集 団 」 を 形 成 して も,そ の集 団 は集 団 と して未 成 熟 な もの に

な り,様 々 な 問題 が生 じる。

・ 「い じめ」 にお いて も ,周 囲 の 思 惑 を 気 に して,他 者 の言 動 に左 右 され,正 しい判 断 力 が

欠 如 して い る こ とに も一 因 が あ る。 悪 い こと は悪 い と は っ き り と判 断 す る能 力 が 必 要 で あ

る。

・よ い行 動 は誰 に と って もよ い行 動 で な け れ ば な らな い。 自分 や周 囲 の 一 部 だ け に よ い(楽

しい)結 果 を もた らす もの で は い け な い。 自分 の行 動 が及 ぼ す結 果 にっ いて もよ く考 え る

必 要 が あ る。

・自分 の行 動 は どの よ うな もので あれ 責 任 が っ きま と う。 行 動 を す る以 上 は ど の よ うな結 果

を もた らす か を十 分 に考 え る必 要 が あ る。

・ 「望 ま しい 人 間 関 係」 を 育 成 す る に は ,ま ず,自 らの責 任 に よ って 生 き る力 を身 に付 け さ

せ る こ とが 大 切 で あ る。

仮説

生 徒 に と って よ り身 近 で,具 体 的 な場 面 を設 定 し,葛 藤 を 起 こ させ る こ とが で きれば,

自律 の精 神 を培 う ことが で き る。

具 体 的 に は

① 葛 藤 す る こ と に よ って,自 分 の考 え や 自分 の大 切 に して い る価 値 に あ らた め て 気 づ き,

他 の 考 え や 価 値 を知 る。

② どれ が 最 善 か 迷 い悩 む こ とに よ って,自 分 自身 の 価 値 観 の 輪 郭 が 明 瞭 に な る。

③ 自分 自身 の取 るべ き行 動 が 見 え て く る。

④ 実 際 に行 動 に移 せ るか,移 せ な い か。(再 度 の葛 藤)

⑤ 自分 自身 にで き る こと を考 え,そ の結 果 に っ い て も考 え る。

⑥ 自分 の 考 え に則 って,実 行 に移 す。

⑦ い か な る結 果 に な ろ う と も,自 分 の と った 行動 に責 任 を もっ 。

自律 の 精 神
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2研 究 の 内 容 と方 法

(1)内 容 項 目1-(3)の と らえ 方

自律 の精 神 を重 ん じ,自 主 的 に考 え,誠 実 に実 行 して,そ の結 果 に責任 を もっ よ うに す る。

◎ 自律 の 精 神 とは

・自分 の利 益 の た め に 自己 を 規 制 す る こ とで は な い。

・他 者 と の か か わ りの 中 で 自己 を(正 し く)規 制 す る。

◎ 自主 的 に考 え る とは

・自分 の判 断 に基 づ い て 考 え る。 ・自分 に で き る こ と は な いか と ,考 え る。

・自分 は ど う した らい い か を 考 え る。 ・で き る こ との結 果 を 考 え る。

◎ 誠 実 に実 行 す る とは

・自分 の考 え に則 って 行動 す る。

・雰 囲 気 や圧 力 に屈 しな い。

◎ そ の結 果 に責 任 を もつ と は

・自分 の と った行 動 が き ちん と説 明 で きる こ と。

・結 果 に対 し逃 げ ず に 向 き合 うこ と。

しか し,自 主 的 に考 え る こ と と,誠 実 に実 行す る ことの間 には大 きな隔 た りが あ る。困 っ

て い る人 を助 け な くて は い けな い と考 え る人 が,実 際 に行 動 に移 す か は違 って くる。

例 え ば,電 車 の 中 で,お 年 寄 りが 目 の前 に立 って い る と き に

A:何 で前 に立 つ の,仕 方 な い な と考 え な が ら も席 を譲 る生 徒

B:お 年 寄 りに席 を譲 らな けれ ば と思 い悩 み な が らも,席 を譲 れ な い生 徒

上 記 の よ うなA・Bの 生 徒 が い た場 合 に,我 々 が重 視 した い生 徒 像 はBで あ る。Bは 道

徳 的 心 情 に基 づ く行 動 が で き なか っ た。 そ のBの 心 の葛 藤 を重 視 した い。 そ して,こ の葛

藤 を 経 験 と して生 か し,将 来 に於 いて 実 行 に結 びっ く生 徒 像 を期 待 した い。

Aの 道 徳 的心 情 に 支 え られ て い 一

な い行 動 は,将 来 に於 い て,場 面

が 変 わ った状 況 で は,実 行 に結 び

付 け られ な い と考 え られ る。 も ち

ろん,Aの と った行 動 はそ の 場 面 圧力・批判

で は大 い に評 価 され る もの で あ る。

Aに も道 徳 的心 情 を 身 に付 け,誠

実 に実 行 で き る生 徒 に 育 って ほ し

い。

「自律 の 精 神 」の と らえ
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② 各学年 の指導 のね らい

第1学 年

他 者 の言 動 に左 右 され ず,自 ら判 断 す る こ との大 切 さ に気 つ く。

・ 「悪 い こ と は悪 い」 と判 断 す る力 を養 う。

・自主 的 に考 え る こ とで,判 断 しよ う とす る態 度 を 育 て る。

第2学 年

他 者 との か か わ りの な か で,自 分 の行 動 を深 く見 っ め 考 え,責 任 を 果 た そ う とす る。

・自 らの判 断 に もとつ いて 行 動 す る態 度 を養 う。

・自分 の と った 行 動 が き ちん と説 明 で き る。

・自分 の 行動 に責 任 を もっ 。

一 第3学 年 一

自分 の判 断 や行 動 の及 ほ す 結 果 にっ い て ま で考 え,回 避 す る こ と な く責 任 を もつ。

・自主 的 に考 え る こ とで,自 分 の価 値 観 を もっ 。

・自分 の 行動 が ,ど ん な結 果 を もた らす か を十 分 に考 え た うえ で,自 主 的 に 行 動 す る。

・そ の 結 果 に対 し,逃 げず に 向 き合 う こ とで 責 任 を もっ 。
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(3)生 徒 の実 態

内 容 項 目1-(3)「 自律 の精 神 」 に 関 す る生 徒 の 意 識 を 把 握 す る た め に 次 の よ う な ア ン

ケ ー トを実 施 した。

質 問1あ な た は周 囲 の人 に頼 らな いで,自 主 的 な判 断 で生 活 して い ます か 。

ア い っ も 頼 っ て い る 。 9.2%

イ 少 し頼 って い る。 39.8%

ウ ど ち らと も言 え な い。 40.3%

エ あ ま り頼 らな い。 6.7%

オ 全 く頼 らな い。 4.0%

一

質問2あ なたは物 事 に対す る自分 の考 え方 や判 断 に自信を もって います か。

ア 全 く自信 が な い。1 7.8%

イ 少 し自信 が な い。 31.0%

ウ ど ち ら と も言 え な い。 40.9%

工 少 し自信 が あ る。 15.5%

オ とて も 自信 が あ る。 4.8%

質 問3あ な た は 自分 の行 動 に責 任 を も って,誠 実 に生 活 して い る と思 い ま す か 。

ア 大変無責任 だ。

イ 少 し無 責 任 だ。

ウ ど ち ら と も言 え な い。

エ や や誠 実 だ。

8.0%

28.1%

38.3%

19.1%

オ 大変誠 実だ。 6.5%

(実 施 時 期:平 成9年11月)

(ア ンケ ー トの対 象:A区 立B中 学 校 ・男 子245名 女 子232名 計477名)

(調 査 形 式:選 択 式 質 問 紙 法)

上 記 の ア ン ケ ー ト結 果 を分 析 す る と,約 半 数 の 生 徒 は依 存 心 が 強 く,約4割 の 生 徒 は 自

らの考 え方 や 判 断 に 自信 が な い こ とが 分 か る。 これ らの生 徒達 は,他 者 の判 断 や考 え に頼 っ

て しま い,自 分 に対 して 示 され る考 え 方 に ただ 従 って い く とい う場 合 が多 い と考 え られ る。

自 らの判 断 の根 拠 を明 確 に もた な か っ た り,行 為 の結 果 に っ い て十 分 に配慮 しない ため に,

実 際 の 行 動 に お い て無 責 任 な結 果 に な っ て しま う こ と も少 な くな い と思 わ れ る。 これ らの

こ とか ら 「自律 の精 神 」 を 育 成 して い く必 要 性 が 明 らか にな っ た。

一6一



(4)指 導 の工 夫

① 資料選定 の観点

心理的 な葛藤 が生 じるもの。

「心理的 な葛 藤」 と言 って も一様 で はない。

*価 値 と価値 の葛藤

例 友達 を裏切 らない ことも大 切だが,不 正 も許せ ない。

*価 値 と行動 の葛藤

例 友達 を助 けたいが,恐 くて出来 ない。

*行 動 と行動 の葛藤

例 車椅子 を押 してあ げるのが よいか,黙 って見守 るのがよいか。

以上 の よ うに便宜的 に分 けてみたが単純 な もので はない。 しか し,資 料 を選定 す る際

にそれが どのよ うな葛藤 なのかを分 析す ることは生徒 の発言 を受 け止 め整理 す るうえで

も必要な ことで あ る。

② 授業の構想

教師 の投 げか けで問題点 に気づ く

↓

意見 の交換

↓

葛

意 見 の交 換

・他 者 の考 え方 を 知 る。

・自分 の考 え 方 に気 づ く。

・自分 の価 値 観 が 明 確 に な る。

自分 は ど う した らい いか を考 え る。 → 行 動 で き な い

自分 に は何 が で き るか を考 え る。

そ の行 動 の 結 果 につ いて 考 え る。

↓

自分 の 考 え に則 って 行 動 す る。 → 自分 の と った行 動 に責 任 を もつ 。
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先 の 「構想」 は,自 己の立場 や考 えを,絶 えず教師 の投 げか けや他 の生徒 の意見で相

対化 して い く授業 を表 してい る。

③ 指 導 方 法 と指 導 の工 夫

(ア)導 入 に お け る工 夫

他 者 との 関 わ りに お け る 自分 の考 え や行 動 を振 り返 り,興 味 ・関 心 を もたせ る。

そ の た め に,ア ンケ ー ト,写 真,読 み物 資料,VTRを 活 用 す る。

(-r)展 開 に お け る工 夫

バ ズ学 習,デ ィベ ー ト,ロ ー ル プ レイ ング等 の 手 法 を用 い,多 様 な意 見 が 出 る よ う

に す る。

(ウ)終 末 に お け る工 夫

そ れ まで の授 業 を通 して 得 た 価 値 観 や 考 え方 だ け で終 わ らせ ず,現 実 に即 した別 の

葛 藤 場 面 を提 示 して 問 題 意 識 を もたせ る な ど,オ ー プ ンエ ン ドとす る。

(5)指 導事例(第1学 年)

① 主 題 名 自律 の精神く 内容項 目1-(3)〉

② 資 料 名 「裏 庭 で ので き ご と」(文 部 省 「中学 校 読 み物 資料 とそ の 利 用 』 所 収)

この 資料 は,学 校 生 活 の 中 で 日常 に起 こ りえ るで き ご と を扱 った もの で あ る。 友 人 の

言 い訳 の 口車 に乗 って,ガ ラス を割 った 事 実 を言 え なか った少 年 が,悩 み なが ら も最 終

的 に は 自分 か ら話 しに行 く姿 が描 か れ て い る。

③ 研 究 内 容 との か か わ り

友 人 との関 係 に ひ び が入 る こ と な ど を気 に して,事 実 を言 う こ とを た め らい,苦 悩 す

る こ とが 日常 生 活 の 中 で は よ くあ る こ とだ と思 わ れ る。 そ の よ うな時,苦 悩 を克 服 して

自 ら判 断 し行 動 す る こ と は勇 気 の い る こ とで難 しい こ と と思 わ れ るが,大 切 な こ とで あ

る。

そ こで,葛 藤 しなが ら も,最 終 的 に は 自身 の 良 心 に従 い,自 主 的 に行 動 す る こ との 大

切 さを考 え させ た い。

④ ね ら い

自身の良心 と友人関係 との葛 藤 に苦悩 しなが ら,最 後 にはその苦悩 を克服 して,自 ら

判断 して行動す る ことの難 しさと大切 さを考 えさせ る。
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⑤ 指導過程

学 習 活 動 ・主 な 発 問 予想 される生徒の反応

導

入

1協 。て見せて薦 「一　一

潔轟 藷 野 要1

指 導 上 の 留 意 点

展

開

一一

○ 資料の内容を思い出させ

本時への関心を持たせる。

○ 黒板を構造的に使い,各

場面の内容をわかりやす く

整理する。

2板 書 を見 て,次 の内容 を

考 え,発 表 す る。

① 大輔 が去 った後 の気 まず

い雰囲気 の中で,健 二 は何

を考 えた と思 いますか。

② その夜,健 二 は どのよ う

な ことを考 えなが ら過 ご し

たと思 いますかQ

〈補足〉

・健 二の心 の中で は,正 直

に言 わな くて はいけな い

という気 持 ちと,正 直 に

言 った ら大輔 との関係が

3

、 を 聞 く。

1

・ ・雄 一 に 申 し訳 な い 。

・先生に正直胤 た方姻
ま いので はないか

。

・雄一 にち ゃん と謝 った方が

よいの ではないだろ うか。

,・ 先生 に正直 に話 した方が よ

いので はないか。

1・ 先生 に言 いにい った ら大輔

1

晋叢繍嵐 烈
て,悩 んで いるみたいだt

翫 最後の場面の翻

ー
↓

}
0

は自分の・とをどう思 うだ[

.徽 とを考えると先生i

寒諺 惚 よいので1「

1

○ 自分 の言葉 で 自由に考え

させ,ワ ー クシー トに書か

せ発表 させ る。

○ 周囲 の生徒 と話 し合 って

もよい ことにす る。

b短 冊に書輯 黒板に掲

示 す る。

生 徒の意見を掲示 した後,

補 足を して,健 二が,自 分

の良心 と友人関係 との葛藤

に苦悩 して いることに気づ

かせ る。

終

末

4現 実 に即 したさ らに高次

の葛藤 しうる場面 を提示す

る。

③ 期 末 テス トで,カ ンニ ン

グを して しまいま した。監

督 の先生 には見っか りませ

んで したが,テ ス トが終わっ

た後 に,友 人か ら 「カ ンニ

ングをしていただろう。知 っ

ているんだぜ!い いのかよ。」

と言 われ ま した。 あなたは

ど うします か。

1・ 葛藤 しなが らも・その苦
・ 悩 を 克 服 して ,自 ら判 断 し

i 行動 した健二の姿に着 目さ
「

_一L⊥ せたい.

1

.友 人に黙 。て いて くれ るよaア 。ケー,形 式 の ワー ク

うに轍 先生蜘 られな1

いよ うにす る。

・友人が先生 に話す前にしか1

1
i

たがな いので先生 に言 いに

行 く。

・友人 の言葉で ,自 分 の誤 り

に気がつ き,先 生 に言 いに

行 く。

シー トに記入 させ,後 日発

表 す る。
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⑥ 評 価 の 工 夫

本 時 の 評 価 の観 点 と して大 き く二 っ を 設 定 した。 一 っ は,「 生 徒 に 葛 藤 を お こ さ せ る

こ とが で き たか 」 とい う こ と。 これ は,夜 の 健 二 の心 情 を考 え させ る こ とに十 分 な時 間

を か け,周 りの生 徒 と話 を して い る生 徒 の 間 を 机 間 指 導 しなが ら,葛 藤 して い る健 二 の

気 持 ち に気 づ い たか ど うか を と らえ た。

も う一 っ は,「 そ の 葛 藤 に苦 悩 しなが ら も,最 終 的 に は 自 らの判 断 で 行 動 す る こ と の

難 しさ と大 切 さ を考 え る こ とが で きた か」 と い う こと で あ る。3で は ワ ー ク シー トを使

用 しな か っ た の で,範 読 した あ との生 徒 の表 情 や っ ぶ や きを観 察 して評 価 した 。

実 際 の 生 活 の場 面 で は,正 しい の は こ ち らだ と分 か って い て も,な か な か 行 動 に移 せ

な い場 合 が あ りえ る。 そ こで,終 末 の 発 問 に よ る葛 藤 が,そ の後 の生 活 に お い て 一 般 性

を も ち,生 か さ れ て い るか を観 察 し,評 価 した。

⑦ 授 業 記 録

【導 入 】

前 もって 今 回 の資 料 の ビデ オ を 見 せ て お い た の と,各 場 面 の概 要 に っ い て 整 理 して

板書 した ので,登 場 人 物 の キ ャ ラ ク タ ーや 場 面 ごと の行 動 な ど の 把 握 が 容 易 に な り,

ス ム ー ズ に授 業 に入 って い くこ とが で き た。

【展 開 】

ワー ク シー トの発 問 に は,な か な か 書 き出 す こ とが で きな い生 徒 が 多 くい たが,真

剣 に 考 え て い る様 子 は感 じられ,最 終 的 に は ほ ぼ全 員 記 入 した。

① の発 問 に 対 して は,次 の よ うな考 え が挙 げ られ た 。

・雄 一 は怒 って い る の で はな い か。

・雄 一 に今 す ぐ謝 った方 が よ い の で は な いだ ろ うか 。

・先生 に正 直 に言 った方 が よ い の で は な いだ ろ うか 。

・この 場 の重 苦 しい雰 囲気 を か き消 す た め に は ,ど うす れ ば よ い の だ ろ うか。

② の発 問 で は,周 囲 の 生 徒 と話 し合 って もか ま わ な い と い う こ と で 自 由 に 話 し合

わ せ て か ら,各 自短 冊 に書 か せ黒 板 に掲 示 した。

・明 日 ,雄 一 に ち ゃん と謝 ろ う。

・明 日 ,先 生 の と ころ に い って正 直 に話 そ う。

・先 生 に言 っ た ら怒 られ るの で は な い だ ろ うか 。

・先 生 に 話 に行 った ら,大 輔 は 自分 の こ とを ど う思 うだ ろ うか 。

・大 輔 の こ と を考 え た ら,正 直 に先 生 に言 わ な い方 が よ い の で は な い だ ろ うか 。

な どが 挙 げ られ た。

3の 範 読 した あ との生 徒 の っ ぶ や きや 表 情 か ら察 せ られ る こ と は,

・や っぱ りね。

● へ え 一
〇

・自分 だ っ た らで きな い な。

な どの っ ぶ や きや 表 情 で あ った。
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【終 末 】

③ の 発 問 は ア ンケ ー ト形 式 で,次 の よ うな項 目を 設 定 した 。

・友 人 に黙 って い て くれ るよ う に頼 み ,先 生 に知 られ な い よ うにす る。

・友 人 に も,先 生 に も何 も言 わ な い。

・友 人 が 先 生 に話 す 前 に ,し か た が な い の で 先 生 に言 い に行 く。

・友 人 の 言 葉 で ,自 分 の誤 りに気 が っ き,先 生 に言 い に行 く。

⑧ 考 察

「自律 の 精 神」 〈 内 容 項 目1-(3)〉 を ね らい と した道 徳 の 時 間 に お い て ,生 徒 自身

に葛 藤 を お こ させ る こ とが ひ とっ の大 きな課 題 で あ った。 そ の た め 資 料 も生 徒 の 日常 生

活 で お こ りえ る題 材 を選 定 した。 しか し,読 み物 資 料 と して は登 場 人 物 も多 く,各 場 面

で の そ れ ぞ れ の人 物 の言 動 や 行 動 が と もす る と混 同 して しま い,誰 が どの よ うな こ と を

した のか が 把 握 しきれ な くな って しま うこ とが 予 測 さ れ た。 さ らに 資料 の最 後 の 部 分 に

十 分 な時 間 を か け生 徒 に葛 藤 させ た か っ た ので,前 半 部 に は あ ま り時 間 を割 か な い よ う

に したか った。

そ こで,前 も って 資 料 の ビデ オ を生 徒 に見 せ る こ と に した。 活 字 離 れ で 映像 に 慣 れ 親

しん で い る生 徒 に は,こ の手 法 が有 効 で あ る こ とが わ か った。 ま た,導 入 部 で黒 板 を構

造 的 に使 い,場 面 を追 い なが ら登 場 人 物 の言 動 や行 動 を整 理 した こと も,生 徒 に興 味 ・

関心 を持 た せ るの に役 立 った。 そ の た め,生 徒 も健 二 の 気 持 ち に な って考 え る こ とが で

き,葛 藤 して い る主 人 公 の心 情 が よ く理 解 で きた よ うで あ る。

しか し,翌 日の主 人 公 の行 動 を聞 い た後 の生 徒 の 反応 は,感 心 して い る生 徒 もいたが ,

ハ ッ ピー エ ン ドで終 わ る ドラ マ を見 た あ との よ うな 「や っぱ り」 と い う反 応 が 大 勢 を 占

めて い た よ うだ った。 「こ う しな くて は い けな い」 と結 論 づ け な い よ う に配 慮 した つ も

りの授 業 で あ った が,前 述 の よ う な反 応 が あ った こ とは今 後 の課 題 と して 十 分 に検 討 し

な けれ ば な らな い こ とで あ ろ う。

終 末 の ア ンケ ー ト結 果 で は,同 じ 「先 生 に言 い に行 く」 で も,「 しか た が な い か ら」

と い う回 答 よ り も 「誤 りに気 づ い て」 と い う回 答 の 方 が 圧 倒 的 に多 か った。 これ は資 料

を通 じて,生 徒 が 「自身 の良 心 に従 い,自 主 的 に行 動 す る」 こ との大 切 さに気 づ い た結

果 で あ ろ う。 今 後 は,実 際 に そ の よ うな立 場 に 置 か れ た場 合,ど の よ うな行 動 を す るの

か注 意 深 く観 察 して い き た い。
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3第1分 科 会 の ま とめ

第1分 科 会 で は,研 究 主 題 で あ る 「望 ま しい 人 間 関 係 を 育 成 す る道 徳 の時 間 の指 導 」 につ

いて の指 導 を展 開 す る に当 た って,内 容 項 目の選 定 を 行 っ た。 最 終 的 に,集 団 は個 の集 ま り

で あ る か ら 「望 ま しい人 間 関 係 」 を築 い て い くた め に は,ま ず,一 人 一 人 が 自 主 的 に 考 え,

責 任 を もて る こ とが 前 提 に あ る と い う結 論 に達 し,内 容 項 目1-(3)「 自律 の 精 神 」 に っ い

て の研 究 を進 め る こ と と した。

人 は だ れ で も,生 き る喜 び を実 感 で き る人 生 を 築 き た い と願 って い る。 しか し,時 と して

具 体 的 な現 実 に 直面 す る と,安 易 な方 向 に流 され 自分 自身 を 見 失 った り,他 者 の言 動 に左 右

され が ち な弱 い存 在 で もあ る。 心 の弱 さを他 へ 責 任 転 嫁 す る の で は な く,自 分 自身 の 問 題 と

して 素 直 に受 け入 れ 葛 藤 しなが ら も乗 り越 え た と き,自 律 の 精 神 が 身 に付 くの で はな いだ ろ

うか 。 そ して,こ れ は,他 の人 へ の共 感 的理 解 を 深 め,人 間 愛 へ とっ な が る と と も に,人 間

と して誇 りあ る生 き方 を しよ うと す る原 動 力 に な る と思 わ れ る。 そ こで 「生 徒 に と って よ り

身 近 で,具 体 的 な 場 面 を設 定 し,葛 藤 を起 こ させ る ことが で き れ ば,自 律 の 精 神 を 培 う こと

が で き る。」 とい う仮 説 を た て,資 料 と して 「裏 庭 で の で き ご と」 を 選 定 した。

(1)成 果

ア 研究授 業を くりか えす 中て,資 料 を通 して十分 に葛藤 させ るよ うな場面 を設定す る工

夫 が,生 徒 に内在す る自律 の精神 を高 め させて い くための有効 な手段 とな ることが発見

で きた。

イ 資料 は,生 徒 の心 の奥 にひそむ道 徳的価値 をよびさます とい う重要 な役割 を もって い

る。 今回選定 した 「裏庭 でので きごと」 は,生 徒 の身近 な題材 を取 り上 げて い るため,

生徒 の体験を想定 させ やす く,ね らいを達成す るのにふ さわ しい資料 であ った。

ウ 教材 の提示,発 問 の精選,発 問の仕 方,話 し合 いの仕方,板 書 の仕方,ワ ー クシー ト

の活用等,指 導方法 の工夫 を した ことによ り,生 徒 は道徳 の授業 に興 味 ・関心 を もち,

主体的 に参加す る意欲 を示 すよ うにな って きた。

(2)課 題

ア 現代社会 において生徒 を取 りま く生活環境 は,「 与え られ」「して もらう」 ことを当然

の よ うに考え る他律 的 ・依存 的な態度 を醸成 してい る。道徳 の授業 だ けで な く,教 育活

動 全体を通 して意図的 に体験 的な学習の場 を設定 してい くことが 自主的 ・自律的 な生 き

方 を育て る重要 な課題 であ る。

イ 生徒 の実態 に即 し,感 銘 を与え,深 く考 えさせ る資料 の選定や様 々な指導方法 の工夫

を図 りなが ら,生 徒 の心 に響 く道徳 の授業 を,更 に 目指 してい く必要が ある。
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皿 内容項 目2-(2)「 感謝 ・思 いや り」につ いての指導(第2分 科会)

1内 容 項 目選 定 の理 由

《自己 中心 的》

・中学 生 の 時 期 に は,他 の人 とのか か わ りを大 切 に した い と思 う反 面,他 の人 の立 場 や気

持 ち を考 え ず に行 動 して しま う傾 向 も強 くな る。

・人 間 関 係 を 自 ら築 こ うと した り,よ り深 め よ う と した りす る活 力 が弱 い。

・ 「人 は 人 の なか で 人 に な って い く」 と言 わ れ るよ う に,他 の人 との か か わ りを通 して成

長 して い くの で あ るが,自 分 は一 人 で も生 きて い け るん だ と錯 覚 して い るよ うな 行動 が

見 られ る。

・生 き る 目的 が は っ き りせ ず ,何 事 も精 一 杯 や り遂 げ よ う とい う力 が弱 くな って きて い る

よ うで あ る。

《社 会 性 を 身 に付 け る》

・第15期 中 央 教 育 審 議 会 答 申 に あ るよ う に,自 ら課 題 を発 見 し,自 ら考 え,主 体 的 に判 断

し,行 動 し,よ りよ く問 題 を解 決 す る資質 や能 力 が 求 め られ て い る。

・自分 を 律 す る力 ,協 調 性,思 い や り,感 動 す る心 な ど の豊 か な人 間性 や社 会性 を 身 に付

け る こ とが 必 要 で あ る。

《共 に生 き る》

・人 間 関 係 を 豊 か にす る基 本 は ,人 間 尊重 の 精 神 を 基 盤 と し,相 手 の立 場 を 考 慮 して,そ

の心 情 を 共 感 的 に理 解 して い く こ とで あ る。

・一 人 一 人 が お 互 いを 認 あ ,思 い や りの心 を も って 人 に接 す る こ とが 大 切 で あ る。

・望 ま しい 人 間 関 係 が ,周 囲 の力 で育 て られ る と と もに,自 分 自身 の努 力 が 大 切 で あ る こ

とを考 え た と き,人 と の か か わ り方 を学 ぶ必 要 が あ る。

・社 会 に 生 き る人 間 と して ,他 の人 を理 解 し,他 の 人 と か か わ る こ とが 自分 自身 を 豊 か に

し,人 間 と して 生 き る こ との喜 び に っ な が るの で あ り,「 人 は一 人 で は生 きて い けな い」

とい う こ とを 自覚 す る必 要 が あ る。

仮説

人 は支 え 合 って 生 きて い る こ とを理 解 し,共 に生 き る喜 び を感 じる こ とが で きれ ば,人

間愛 が 深 ま り,感 謝 と思 い や りの心 が 育 っ 。
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2研 究 の内 容 と方 法

(1)内 容 項 目2一 ② の と らえ方

内 容 項 目2一 ② は,人 間愛 と感 謝,思 いや りの心 に っ い て取 り扱 って い る。 こ の研 究

で は,人 間 愛 を 中心 に 置 き,感 謝 と思 いや りの関 係 を 明確 に す る こ とか ら始 め た。 そ の上

で 人 間 愛 を高 め る要 素 を 考 え,さ らに人 間 愛 の根 底 に あ る もの は,人 間尊 重 と平 等 を重 ん

じる心 だ と考 え た。

人間愛 につ いて

◎ 人 間 愛 は,共 に生 き る こ とか ら生 ま れ る と考 え る。

・そ の人 間愛 は,感 謝 と思 いや りを通 して現 れ る。

・自分 が 多 くの 人 々 に よ って 支 え られ て きた こ とを 自覚 す れ ば ,自 ず と感 謝 の心 が生 ま

れ思 い や りの心 が育 つ。

・感 謝 と思 い や り は表 裏 一 体 の もの で あ る。

人間愛 を高 め る要素

◎ 認 め合 う心

・そ の人 の気 持 ちを 知 る。

・そ の人 の立 場 に な って 考 え る。

◎ 感 じ る心(人 に対 して)

・ 「人 間 って い い な 」 「人 間 って す ば ら しい」 と思 う。

・人 の生 き方 に 感 動 す る。

◎ や さ しい心

・い た わ り,励 ま し(温 か い こ とば)。

・手 を さ しの べ る。 ま た は突 き放 す。

・黙 って 見守 る(相 手 を気 遣 う)。

人間愛 の根底 に ある もの

・人 間尊重 の精 神

・差別 しない平 等 な心

㊥
認め合 う心

感 じる心

や さ しい'心

「感 謝 。思 い や り」 の と らえ
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② 各学年 の指導 のね らい

一 第1学 年

人 は互 い に助 け合 い,支 え 合 って 生 きて い る こと を 自覚 し,他 の人 を思 い や る

心 情 を育 て る。

・ 「人 は一 人 で は生 きて い けな い」 こ と を 自覚 す る。

・多 くの人 に支 え られ て 生 きて き た 自分 を感 じ,ま わ りの人 へ の思 いを膨 らませ る。

一 第2学 年 一

相手 の立場 や気持 ちを理解 し,他 を思 いや る心情 を深 め,実 践 す る態度 を育て る。

・相 手 の立 場 に 立 って ,他 の 心 情 を 共 感 的 に理 解 す る。

・感 謝 や思 い や りの心 を もって ,他 の人 と温 か く接 して い こ う とす る態 度 を 養 う。

一 第3学 年 一

人間愛 の精神 を深め,共 に生 きる ことの喜 びを感 じる心 を育て る。

・人 間 の す ば ら しさ に感 動 し,他 の人 と共 に生 きて い こ うとす る心 を育 て る。

・人 間 と して の生 き方 を 考 え なが ら,自 己実 現 に 向 け て努 力 す る意 欲 を高 め る。
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(3)生 徒 の実 態

質問1あ なたは他の人から 「思いやり」を受けたことがありますか。1

1年 2年 3年

ある 80.7% 82.2% 85.2%

ない 19.3% 17.8% 14.8%

質問1-a質 問1で 「ある」 と答えた人で 「思いや り」の心で他の人に接 したことがありますか。1

1年 2年 3年

あ る 81.7% 76.d% 80.4%

な い 18.3% 23.0% 21.4%

質問1m質 問1で 「ない」 と答えた人で 「思いや り」の心で他の人に接 したことがありますか。1

1年 2年 3年

ある 2zρ% 2a6驚 29.2

な い 74.6% 84.1 85.4%

質問2あ なたは他の人から 「感謝」 されたことはありますか。i

1年 2年 3年

あ る 86.5% 83.3 88.0%

な い 13.2 16.4 15.4%

質問2-a質 問2で 「ある」 と答えた人で他の人に 「感謝」 したことはありますか。i

1年 2年 3年

あ る 88.3 90.2% 88.1

な い 12.8% 9.83% 8.07%

質問2m質 問2で 「ない」と答えた人で他の人に 「感謝」 したことはありますか。1

1年 2年 3年

ある 39.5°6 34S% 36.t1%

な い 62.8% 63.8% 58.0%

(調査対象)都 内8中 学校 ・第1学 年326人,第2学 年354人,第3学 年324人

(調 査実施 日)平 成9年9月

(調 査方法)選 択 式質閤紙法

「質 問i-bJの 回 答 で 「あ る」 と答 え た生 徒 の数 が,「 質 問2-b」 の 回 答 で 「あ るJ

と答 え た生 徒 の数 よ り も約10ポ イ ン ト低 い数 値 で あ る こ とが 際立 って い る。

これ は次 の よ うに分 析 で き る。 「思 い や り」 の心 は,「 思 い や り」 を受 けた ことが あれ ば,

他 の 人 に 「思 い や り」 の心 で 接 す る こと が で き るが,一 方,「 感 謝 」 の 心 は 「感 謝 」 さ れ

た経 験 が な くて も,他 の 人 に 「感 謝 」 で き る。

す なわ ち,生 徒 は主 体 的 に他 の人 にか か わ る こ とは あ ま りな く,受 け身 の行 動 に な って

い る場 合 が 多 い とい う こ とで あ る。 こ こか ら も,「 思 い や り」 に対 して,現 代 の 生 徒 が そ

れ ほ ど敏 感 で な い様 子 が 見 て 取 れ る。

(4)指 導 の 工 夫

① 資 料 選 定 の観 点

・生 徒 た ち の生 活 に身 近 で ,興 味 ・関 心 を引 く もの。

・生 徒 が 登 場 人 物 な ど の心 情 を 感 じ取 りやす い もの。

・生 徒 の 多 様 な価 値 観 や ,心 の葛 藤 が 引 き 出せ る もの。

・これ か らの 生 徒 の 生 活 に 発展 的 に っ なが る もの。
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② 授 業 の構 想

今 回 の研 究 で は,「 人 は支 え合 って 生 きて い る こ とを理 解 し,共 に 生 き る喜 び を 感 じ

る こ とが で きれ ば,人 間愛 が 深 ま り,感 謝 と思 いや りの心 が 育 つ 」 とい う仮 説 の も とに

授 業 を展 開 して い く こ と に した。 まず 「人 は互 い に助 け合 い,支 え合 って生 きて い くこ

と を 自覚 し,他 の人 を思 い や る心 情 を 育 て る」 こ と に気 づ か せ,そ こか ら 「相 手 の立 場

や 気 持 ち を理 解 し,他 を思 い や る心 情 や 実 践 す る態 度 」 を 考 え させ る。 そ して,考 え た

内 容 を 普 段 の生 活 で生 か して い くよ うな道 徳 的実 践 力 を身 に付 け させ る こ とを ね らい と

した。 つ ま り,「 人 間 愛 の 精 神 を深 め,共 に生 きる こ との喜 び を 感 じる心 」 を 育 て る の

で あ る。 授 業 を構 想 して い く上 で,生 徒 に理 解 して 欲 しい こ と は 「感 謝 ・思 い や り」 で

あ り,ま た,そ こか ら生 ま れ て く る 「人 間愛 」 で あ る。 この 二 っ を柱 に いか に授 業 を展

開 す るか を考 え た。

今 回 の 資 料 は,病 気 療 養 中 の少 女 が ク ラ ス旗 を 通 して ク ラ ス メ ー トとの心 の交 流 を描

い た心 温 ま る資 料 で あ る。 見 知 らぬ土 地 に来 た ば か りの 少 女 が 病 気 に な って しま い,孤

独 な 闘 病 生 活 を 送 って い る と きに,一 人 の ク ラ ス メ ー トが 見 舞 い に来 た。 そ の後,ク ラ

ス で少 女 の た め に何 か で きな いか とい う思 い か ら,ク ラ ス旗 を 掲 げ よ うと い う内容 で あ

る。 注 意 す る点 は,こ の資 料 が 病 気 の少 女 に 同情 す る ク ラ ス メ ー トの行 為 だ け に終 わ ら

せ な い こ とで あ る。 少 女 の立 場 と して,ク ラス メー トか ら思 いや りを受 け ,そ の思 い や

りに対 して 少 女 は感 謝 す る気 持 ち を もつ,と い う点 を生 徒 に感 じと って 欲 しい 。 ま た,

ク ラス メ ー トの 立 場 と して,少 女 の孤 独 な心 を ク ラ ス メ ー トが 受 け止 め る こと で,少 女

に対 し,励 ま した り陰 なが ら応 援 す る気 持 ち が人 間愛 にっ な が る こ と を知 って も らい た

い。 す な わ ち,「 感 謝 ・思 い や り」 は常 に表 裏 一 体 で,「 人 間愛 」 は それ に通 じる もの で

あ る こ とを生 徒 に感 じと って も らい た い。

③ 指 導 方 法 と指 導 の 工 夫

指 導 上 考 慮 した点

・資 料 を 読 ん だ と き ,い か に相 手 の立 場 に な って 考 え させ るか 。

・一 人 一 人 が 考 え を 出 し合 い共 に深 め合 う授 業 が で き るか
。

・生 徒 の 心 に直 接 伝 わ る よ うな発 問 は どの よ うな 発 問 か
。

・他 の 生 徒 の 意 見 を尊 重 で きる雰 囲気 を どの よ う に作 るか
。

切 導 入 に お け る工 夫

「イ ラス トの旗 を 見 せ解 説 す る」 ことで 生 徒 が興 味 ・関 心 を も ち,考 え る意 欲 が 高

ま る よ うに工 夫 す る。 またBGMを 流 す ことで ク ラス の雰 囲 気 を和 ませ る。 こ の よ う

な工 夫 を す る こ とで,教 師 の発 問 が 生 徒 に素 直 に受 け入 れ られ,生 徒 自身 も素 直 に考

え る雰 囲 気 が で きあ が る と考 え た。 ま た,資 料 提 示 の方 法 を工 夫 す る こ とで,生 徒 は

ひ とっ の発 問 に集 中 で き る。

(イ)展 開 に お け る工 夫

少 女 の心 の動 きを確 認 す る。 この と き,場 面 ご と の絵 を黒 板 に提 示 し,そ れ を 見 せ

る こ とで 生 徒 達 の 自 由 な発 想 を 引 き出 す工 夫 を した。 特 に,こ の資 料 は生 徒 の 心 に訴

え る資 料 なの で,発 問 も自然 に伝 わ るよ う に,発 間 数 を厳 選 し生 徒 の思 考 が途 切 れ な
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い よ うに した。

次 に,模 擬 学 級 会 と い う形 で ロ ール プ レイ ン グを させ る こ とで,少 女 の 気 持 ち や周

りに携 わ った生 徒 の気 持 ち を実 感 させ る工 夫 を した。 体 験 の少 な い 生 徒 にっ いて 模 擬

学 級 会 とい う形 で模 擬 体 験 を させ る こ とで,相 手 の心 情 を理 解 し感 じとれ る と考 え た。

模 擬 学 級 会 を行 う と きの 注 意点 と して,司 会 者 を立 て て学 級 会 を 行 う な ど,こ ち ら

か ら事 前 に筋 道 を決 め ず に,生 徒 の 思 い思 い の意 見 を 引 き出 す こ とが で き る よ う工 夫

した。

場 面 転 換 に はBGMを 使 っ た。 「レモ ン色 の旗 の 代 わ りに ク ラス 旗 が 掲 げ て あ り,

さ らに そ の 中心 に 自分 の 布 を 見 た と き少 女 は ど う して そ ん な に うれ しか っ た のだ ろ う

か 」 と い う,中 心 発 問 を した。 生 徒 の 意 見 を し っか り出 させ るた め に じっ く りと考 え

させ,色 々 な意 見 を 引 き出 す工 夫 を した。 ま た,色 々 な意 見 に対 して互 い に尊 重 す る

雰 囲 気 を作 る よ うに した。

(ウ)終 末 に お け る工 夫

「今 回 の授 業 の感 想 」 を 書 か せ る こと で本 時 の授 業 内容 を深 め た 。 感 想 を書 か せ る

ことで 授 業 を振 り返 り,「 思 い や り」 を 自分 に再 確認 す る こと が で き る と考 え た 。 次

の 道 徳 にっ な が る終 わ り方,満 足 で きた と い う終 わ り方 に な るよ うに工 夫 した。

(5)指 導 事 例(第2学 年)

① 主 題 名 「感 謝 ・思 い や り」 〈 内 容 項 目2一 ② 〉

② 資 料 名 「旗 」(「 自分 を考 え る』 暁 教 育 図 書 株 式 会 社 所 収)

③ 研 究 内 容 との か か わ り

人 は一 人 で は生 きて い け な い…。 誰 で も,こ の言 葉 に っ い て は疑 わ な い。 当 然,人 間

と して の 生 き方 にっ い て の 関心 が 強 くな って き た中 学 生 も例 外 で は な い。 しか し,一 方

で は それ ぞれ が違 う こ との 素 晴 ら しさ に 目 を 向 けず 排 他 的 な考 え方 を も っ た り,他 との

人 間 関 係 を思 うよ うに築 けな い中学 生 もい る。 そ して,い じめ も後 を 絶 た な い。

この よ うな現 状 を み た と き,一 人一 人 が お互 い を認 め,思 い や りの心 を もって 人 に接

す る ことが 大 切 で あ る と考 え た。 今,中 学 生 が 「人 は一 人 で は生 きて い け な い」 とい う

こ と を,言 葉 で だ け で な く,実 感 を もって 自分 の 中 に位 置 づ け る こ とが 必 要 なの で は な

いか と考 え た。

④ ね ら い

人 は支 え 合 って生 きて い る こ とを 理 解 し,共 に生 きる喜 び を感 じ と る こ と に よ っ て,

人 間 愛 を 深 め,感 謝 と思 い や りの心 を 育 て る。

⑤ 指 導 過 程

学 習 活 動 と主 な 発 問 予 想 さ れ る生 徒 の 反 応 指 導上 の留 意 点
一

導 《資料の配付》 ・資料 は冊 子 に し,表 紙 を

「こち らが"開 いて くだ さい"と つ ける。 表紙 を開 いて1

入 言 うまで開かず にいて ください。」 ペ ー ジ目に 「旗」 の タイ

5
・表紙を開 き,資 料 についての話 トルを入れ る。

分 を 聞 く。 一
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・教師 による資料 の朗読 を聞 く。 ・早 口にな らず に,感 情 を

展
(約8分) 込めて朗読す る。

・資料は最後まで提示せず

場面3ま で とす る。

開
・(朗 読 後)「 それで は資料 をそ っ ・BGMを 活 用 し

,リ ラ ッ

と閉 じて くだ さい。」 クス した雰囲気 を作 る。

・資料 を閉 じる。

・少女 の心 の動 きを確認す る。 ・黒板 に場面1～3の3枚

【場面1】 ・孤独 だ ・勉 強が心配 の絵を掲示 し,資 料を見

「この時の少女 はどんな気持ちだ っ ・寂 し い ・ク ラ ス メ ー トに も忘 返 さな くて も少女の心 の

た の だ ろ う。」 れ られて しま う 動 きがおえるように配慮

「少女はなぜ レモ ン色の旗を友だ ・旗が生 き生 きとはため く姿 に
す る。

ちのよ うに感 じていたのだろう。」 あ こが れて,自 分 もそのよ う ・1っ1っ の補助発問 は着

展 にな りたいと思 ったか ら 席 の ままフ リーに発言 さ

・さ び し い か ら せ,あ まり時間をか けな

・毎 日変 わ らず に自分 の前 にい いよ うに心 が ける。

て くれ るか ら

1

【場面2】 ・ うれ しか っ た
i

「友だちが見舞いに来たときの少 ・忘れ られて いなか った

女の気持 ちはどんなだ ったろう。」 ・楽 しくや って いけるか もしれ

「少女はどういう気持ちで赤 いバ ない

ラの縫 い取 りを したのだろ う。」 ・見舞 いに来て くれ た友 だちへ

の感謝の気持ち

開 【場面3】 ・が っ か り し た

「それか ら一週間が過 ぎ,な んの ・今 ま で よ り も っ と さ び し い

音 さた もなか ったと き少女 はど ・あの時の友だ ちの やさ しさを

んな気持 ちだ ったの だろ う。」 信 じたい
・最後 の一文を提示す る。

1少 女 は,こ の町 に引 っこして きて よか ったと,心 か ら思 った

(約10分)
1

「場面3か ら4の あいだ に,ク ラ

スでは どのよ うな話 し合 いやは

た らきか けがあ ったの だろ う。」

1

謹 卑讐 繍 膨ll∵ い
展 1蹴 を 襲【模擬学級会 】

1簿 ・ ②少女 が最後 は心 か らよ
(役割演技 開始)昌 か った と思 った

・1鞭

1鈴 木 さん(君)の 話l

y

藻1三 狸 げ…'巽醗i∴ 一「 ■
の2点 は きちん とお さえ さ

せ て,話 し合いに臨ませる。

・少女 ,見 舞 いに行 った生

開
クラス メー トの

いろいろな意 見

・幸子 さんは とて も寂 しい思 いi

を してい る

徒 に役名 をっけ る。

(少女 …幸子,生 徒…鈴木)1
・ど うにか して幸子 さんを励 ま ・司会役 ,鈴 木役 はあ らか

(約15分)
す ことはで きないだ ろうか じめ決 めてお く。
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・資料の場面4の 部分の朗読を聞 ・ ク ラ ス メ ー トの 思 い を 感 じ た ・BGMで 場面転換を図 る。

く 。 か ら ・ ワ ー ク シ ー ト は
,ク リ ー

展 ・もう一 度少女 の気持 ちにな って ・ク ラ ス メ ー トに 大 切 に さ れ て ム色の画用紙を二つ折 り

考 え,ワ ー ク シー トに記 入 す る。 い ることを実感 したか ら した もので,表 紙 に赤 い

「いつ もは レモ ン色 の旗 が掲 げ バ ラ の マ ー ク 入 り

て あると ころに クラス旗 が掲 げ ・書 き終えた ら静かに表紙

て あ り,さ らにその中心 に 自分 を閉 じるよう指示す る。

のク リーム色 の布 を見た とき, ・何 名か に発表 して もらい

開
少女 はど う してそんな にうれ し た い旨告 げて お く。

か っ た の だ ろ う。」

(中心発問)

40 (「少女 は旗 を見 た と き,ど ん な

分
ことを考えたのだろう」補助発

問)

(約7分)

終
・発表す る。(3～4名)

・他の生徒の意見を尊重す

・教師 の話 を聞 く。 る雰 囲気をっ くる。

末

5
分

⑥ 評価 の工 夫

本時の評価 の観点 として,次 の二 っを設定 した。

「相手の立場 や気持 ちを理解 す ることがで きたか」

これ は少女 の心 の動 きを追 うと共 に,机 間指導 しなが ら対話 し,少 女 をと りま く環境

や心情 を理解 したかを と らえ た。

「他 を思 いや る心情 を深め,実 践す る態度 が育 ったか」

模擬学級会(役 割演技)を 通 して,ク ラス メー トが少 女の ため にどのよ うな ことを考

えたかを演 じさせ たが,演 じる ことや沈黙 して考え る姿 にそれぞれ の心情 の深 ま りがあ

らわれた。 今回 はそれ を観察 し,ワ ー クシー トに書かれて いる内容 を評価 した。

⑦ 授業記 録

【導入】

教室内 にあ らか じめ校旗 を置 いてお いた り,資 料 を冊子 に した ことで,資 料 に対す

る期待感 を もたせ ることがで き,ス ムーズに授業 に入 ってい くことがで きた。

【展開】

前半 は資料 の朗読(途 中 まで)と 少女 の心 の動 きを確 認 した。資料 の朗読 はイ メー

ジを広 げ,資 料 の中 の世界 に浸 らせたいため にBGMに のせて行 った。生徒 は教 師の

朗読 を聞 き,資 料 の文章 を目で追 い,ク ラス全体が落 ち着 いた雰囲気 の中で授 業が進

んだ。 少女の心 の動 きの確認 は この後 の役割演技 による模擬学級会に時間を取 りたかっ

た ため,教 師が机間指導 を しなが ら,生 徒 は着席 のまま フ リーに発言 を させ た。資料
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の朗 読 は1回 だ けで,資 料 は閉 じさせ たが,生 徒 は お お む ね少 女 の心 の動 きを把 握 し

て い るよ うで あ った。

後 半 は前 半 を う けて,【 場 面3】 か ら最 後 の一 文 に至 る ま で の 少 女 の ク ラ ス メ ー ト

た ち の動 きを模 擬学 級 会(役 割 演 技)に よ り再 現 した。 見 舞 い に行 った 生 徒 役 と司 会

役 は あ らか じめ指 名 され た 生 徒 が 演 じた。 なか なか 意 見 が 出 な か った が,司 会 の 指 名

に よ り,い くっ か の 意 見 が 出 始 め た。 資 料 の最 後 の部 分 は提 示 して い な か っ たが,資

料 と同 様 な意 見(旗 の 真 ん 中 に少 女 の 布 を お き,レ モ ン色 の旗 の所 に掲 げ る)が 出た

の に は,驚 い た。 発 言 と して は あ ま り出 て こな いが,生 徒 そ れ ぞ れ が 自分 自身 の 中 で

考 え て い る様 子 で あ っ た。

展 開 の最 後 に 中心 発 問 を し,ワ ー ク シー トに少 女 の気 持 ち を書 い た。

・み ん な が 自分 の こ とを 思 って いて くれ た ん だ とい う こ とが わ か った か ら

・ク ラス メー トに あ ん な にす ご い こ と を して も ら って ,こ の 上 な い親 切 だ と思 っ たか

ら

・ク ラス メー トが 自分 を 温 か く受 け入 れ て くれ て い る こ とを 実 感 したか ら

・ク ラス メ ー トの や さ しさを 感 じたか ら

・自分 の た め に そ こ まで して くれ る ク ラス メ ー トに感 謝 の 気 持 ちで い っ ぱ い に な った

か ら

【終 末 】

ワ ー ク シ ー トの発 表 に よ り,い ろ い ろ な意 見 ・考 え方 に触 れ させ たか った が,時 間

が な く,教 師 の 問 いか け に よ る オ ー プ ンエ ン ドとな った 。

⑧ 考 察

模 擬 学 級 会 で 十 分 時 間 を 確 保 したか った た め,前 半 の少 女 の 心 の 動 きを 確 認 す る場 面

は な るべ く時 間 を か け な い よ うに したが,更 に発 問 を精 選 す る な ど の配 慮 が 必 要 で あ っ

た。

資料 に っ い て は,読 後 に さわ やか な温 か い余 韻 を残 す 資 料 で,生 徒 も資 料 の世 界 に ス

ム ー ズ に入 って い く ことが で き た。 ま た,最 初 は資料 の最 後 の部 分 を 伏 せ て お くな ど,

提 示 の仕 方 も工 夫 で き,発 問 の 幅 も広 が った。

役 割 演 技 に よ る模 擬 学 級 会 は,活 発 な意 見 が交 わ され る雰 囲 気 作 り と事 前 の準 備 が必

要 で あ るが,道 徳 の 授 業 の 中 で 資 料 中 の登 場 人 物 にな り き り,演 技 を して い く中 で最 後

に は 自己 を 見 っ め る こ とが で き,有 効 で あ った と思 う。 授 業 で は,あ ま り活 発 な意 見 の

や り と りは なか っ たが,発 言 は しな い が意 見 を 考 え て い るそ の時 間 が,ま さ に生 徒 が 自

分 の考 え を 深 め て い る時 間 で あ った。

生 徒 の ワ ー ク シー トの 「この上 な い親 切 」 や 「感 謝 の 気 持 ちで い っぱ い に な った」 と

い った言 葉 に今 回 の授 業 研 究 の成 果 が見 られ た 。
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3第2分 科 会 ま とめ

(1)成 果

生 徒 は,ど の よ うな状 態 を 「望 ま しい 」 と考 え て い る の か,と い う こ とか ら検 討 を 始 め

た。 そ の 結 果,深 い理 解 と共 感 に立 脚 し,温 か い人 間 愛 を 中心 に,共 に 生 き る こ とが 望 ま

しい人 間 関 係 で あ り,ま た,表 裏 一 体 で あ る感 謝 と思 い や りが,重 要 で あ る こと を引 き 出

す と い う観 点 か ら,具 体 的 な 指 導 方 法 の研 究 を進 め て きた。

【指 導 方 法 の工 夫 ・改善 】

・生 徒 と教 師 との 望 ま しい人 間 関 係:主 題 で もあ る 「望 ま しい人 間 関 係 」 を,普 段 の 生

活 の 中 で 考 え,感 謝 や 思 い や りの気 持 ち で 自由 に意 見 交 換 が で き る環 境 の整 備 が 重 要

で あ る。

・生 徒 の 実 態 の把 握 ニア ンケ ー トを実 施 し,事 前 に感 謝 や思 い や りに っ いて 考 え る チ ャ

ンス を与 え る と共 に,生 徒 の 実 態 を 客 観 的 に分 析 し,授 業 に 臨 ん だ こ とで 生 徒 の動 機

付 けや ス ム ー ズ な導 入 に 役 立 った。 特 に導 入 部 分 で用 い る こ と は有 効 で あ った。

・役 割 演 技 の活 用(模 擬 学 級 会 を 通 じて):生 徒 が,普 段 の 自分 と は違 う立 場 か ら,物

事 を と らえ,考 え る こ とが で きた。 今 回 は,模 擬 学 級 会 と い う ことで,現 実 との差 が

少 な く,本 音 を聞 き 出せ た。

・黒 板 な どの ビジ ュア ル化 及 び構 造 化:内 容 ご と に ま と め を行 い,さ らに視 覚 に訴 え か

け る情 景 の イ ラ ス トの掲 示 や実 物 な どの 展 示 は,臨 場 感 を 出 し,授 業 の 流 れ や 内 容 を

理 解 す る上 で 役 に立 った。

・雰 囲 気 づ く り:BGMを 用 い,心 に語 りか け るよ うな朗 読 を行 う こ とで,登 場 人 物 に

共 感 し,感 動 す る こ とが で き た。 そ の後 の展 開 に大 きな影 響 を 与 え た。 ま た,BGM

の活 用 は,場 面 の 切 り替 え や,落 ち着 い て考 え させ る場 面 で 役 立 った。

・話 し合 い の形 態=全 体,ま た は,小 グル ー プ や 隣 同 士 で の 話 し合 い と,形 態 を 変 え る

こ とで,意 見 を 引 き出す こ とが で きた。

・発 問 の 工 夫=補 助 発 問 を有 効 に使 う こ とで,円 滑 な援 助 活 動 が で きた。

② 課 題

・役 割 演 技 で は,普 段 か ら同様 な 授 業 形 態 で 行 い,慣 れ親 しま せ て お くこ と な ど の事 前 の

指 導 が 必 要 で あ る。

・校 内 で ,道 徳 へ の取 り組 み を,他 教 科 な ど と相 互 協 力 す る こ とが 大 切 に な る。

・授 業 の 目的 を 明確 に し,資 料 の提 示 に お い て も,軽 く扱 う部 分 と じ っ く り考 え させ る部

分 とを し っか り と考 え て お く。 決 して 欲 張 らな い。

・生 徒 が ,教 師 の 予 想 した答 え に合 わ せ よ う とす る ので は な く,生 徒 自身 が,本 音 で 意 見

を言 え る よ うにす る。

・資料 の 選 定 にっ い て は,十 分 に検 討 す る ことが 重 要 で あ る。 例 え ば,感 動 させ る 資 料,

判 断 させ る資 料,葛 藤 させ る資料 な ど の違 い や,ま た,学 年 に よ る発 達 段 階 を考 慮 す る

な ど。

・授 業 で は ,余 韻 を も って 終 え る よ うに し,そ の後 の 生 活 の 中 で,継 続 的 に考 え させ る指

導 が 大 切 で あ る。
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IVま とめ と今後 の課題

1成 果

(1)道 徳 の授 業 にお いて,一 人 一 人 の 意 見 を尊 重 し,自 由 な意 見 交 換 を 大 切 にす る こ とに

よ り,生 徒 ど う しや 生 徒 と教 師 の望 ま しい人 間 関 係 づ くりに役 立 っ た。

② 資 料 の選 定 にっ いて は,指 導 のね らい を念 頭 に 置 きな が ら十 分 に検 討 し,で き る だ け

生 徒 の 身近 な題 材 を 取 り上 げ る こ と に よ り,ね らい に せ ま る こ とが で き た。

(3)VTRや 情 景 の イ ラ ス トを用 い る な ど,授 業 の ビ ジ ュ アル化 を 工 夫 す る こ と に よ り生

徒 に授 業 の 流 れ や 内 容 を理 解 させ る の に役 立 った。

(4)ア ンケ ー トを工 夫 す る こと に よ り,生 徒 の実 態 把 握 に役 立 っ こ と は もと よ り,授 業 の

導 入 に お い て,生 徒 の 興 味 ・関 心 を もたせ るの に も有 効 で あ った 。

(5)模 擬 学 級 会,デ ィベ ー トな ど を取 り入 れ る こ とに よ り,授 業 に変 化 を与 え,多 面 的 に

考 え させ る こ と に役 立 っ た。

(6)発 問 を 精選 し工 夫 す る こと に よ り,生 徒 に考 え る時 間 を十 分 に与 え,よ り深 く考 え さ

せ る こ とが で き た。

(7)BGMを 活 用 し心 に語 りか け る よ うな朗 読 を行 う とい った方 法 で 場 面 の 雰 囲 気 を大 切

に す る こ と に よ り,登 場 人 物 へ の共 感 や感 動 を呼 び起 こす こ とが で き た。

2課 題

(1)生 徒 の心 に響 く道徳 の授業が行 われ るよ うにす るため,生 徒の実態把握,適 切 な資料

の選定,発 問や指導方法 の工夫 を更 に積 み重 ね ること。

② 道徳 的実践力を高 めるため,教 育活動全体 を通 して意図的 に体験的 な学習 の場 を設定

してい くこと。

(3)各 学校 や地域で他の先生方 の理解 と協力 を求 め,研 究 の成 果を広 めて い くたあの努力

や取 り組みを行 って い くこと。

(4)今 後 も研究 を継続 し,授 業実践 を通 して改善 を図 り,よ りよい道徳 の時間 の指導 の在

り方 を 目指 して い くこと。

㈲ 道徳 の授業 を計画的かつ継続的 に行 ってい くこと。

(6)道 徳 の時間 を確保す るたあ,道 徳 の授業 を月曜 日の1校 時や土曜 日に位置 づけない こ

と。
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〈 参 考 〉

1内 容 項 目1-(3)を 指 導 す る の に適 す る資 料

1「 一番星」(『 中学校(道 徳)読 み物資料 とその利用3』 文部省)

悟史 は体 も小 さ く気 も弱 い中学生。 同級生 の隆 にお どされ,康 夫 の靴 を冷 たい雨 の降 る

外 に放 り投 げて帰 る。隆 の卑怯 なや り方 に腹 を立て るが ど うす る こともで きず,ま たその

片棒 をかっ いで しま った 自分 自身への嫌 悪感 に悩む。

2「 郵 便 局 で の で き ご と」(『 道 徳 教 育 推 進 指 導 資 料6』 文 部 省)

郵 便 局 へ 小 包 を取 り に行 くが,印 鑑 な ど を忘 れ て しま った知 香 は,少 し く らい は何 とか

な る か も しれ な い と,窓 口の 人 に聞 いて み る。 窓 口 の人 は郵 便 局 の 規 則 に従 い小 包 み は も

らえ な か った。 家 に 取 りに戻 り,再 び郵 便 局 へ 向 か う途 中,四 つ 角 で 一 時 停 止 を怠 り,小

さ な男 の子 を 自転 車 で はね そ うに な る。 周 りの 人 の きっ い 口調 で,気 持 ち は重 く沈 む。

2内 容 項 目2-(2)を 指 導 す る の に適 す る 資 料

1「 か け合 う一 声 の大 切 さ」(「 中学 校(道 徳)読 み 物 資 料 と そ の利 用2』 文 部 省)

あ る雨 の 日,筆 者 はバ ス に乗 って い た。 お年 寄 り に席 を譲 ろ う と しなが ら もな か な か実

行 で きな い で い た。 や っ と勇 気 を振 り しぼ って席 を 立 っ たが,近 くの サ ラ リー マ ンが座 っ

て しま った。 そ の お 年 寄 りは 「あ りが と う。 そ ん な 君 の 気 持 ちだ けで うれ しい よ。」 と言 っ

て,バ ス を 降 りて い った。 あ の時,も う少 し勇 気 が あれ ば,も っと うれ しい お 年 寄 りの 顔

が 見 られ た の に と後 悔 す る。

2「 黄 色 い弁 当箱 」(『 私 た ち の生 き方2』 創 育)

大 学 生 に な って い る筆者 に,高 校 時 代 の温 か い思 い 出 と して残 って い る ものが あ る。 そ

れ は,苦 しい生 活 の 中 で 十 分 な昼 食 を とれ な い と きに 友 達 の お母 さん が 作 って くれ た黄 色

い弁 当箱 の お弁 当 で あ る。 「お礼 な ど と い う こ とは考 え ず に,た だ 一 生 け ん め い 勉 強 して

くだ さ い。」 とい うお母 さ ん の言 葉 に,筆 者 は胸 が い っぱ い に な る。
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